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開口部性能値カンタン参照システムへのアクセス方法

PCのWEBブラウザで以下のURLにアクセスして「利用開始」ボタンをクリックします。
URL： https://lowenergy.lixil.co.jp/kss/ 

推奨動作環境：Goolge Chrome/Microsoft Edge/Safari/Firefoxの最新版

https://lowenergy.lixil.co.jp/kss/
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お知らせと利用規約のご確認

本システムの利用規約を確認して「同意する」ボタンをクリックします。
利用規約が改定された場合は、上部の「お知らせ」欄に掲載されますのでご確認ください。

利用規約の改定や性能値
の更新情報を掲載

スクロールして最後まで
お読みください
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Step1 地域区分の選択

まず最初に建設地の地域区分※を選択します。
都道府県と市町村を選択すると、自動的に地域区分が設定されるので「次へ」ボタンをクリックします。

※仕様基準では地域区分（1～8地域）によって省エネ基準および誘導基準の基準値が異なります。

地域区分が既にわかっている場合は直接選択することも可能です

省エネ基準・誘導基準への適合判定
が不要で性能値だけを調べたい場合
は地域選択せずにこちらをクリック

Step1 Step2 Step3 参照画面
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Step2 商品シリーズの選択

次に性能値を参照したい商品シリーズを選択して「次へ」をクリックします。
サッシまたドアのタブを選択するとそれぞれのシリーズの一覧が表示されます。

ドアのタブを選択した場合

シリーズを選択したら
「次へ」をクリック

Step1 Step2 Step3 参照画面
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Step3 商品仕様と品種の選択（サッシのみ）

次にサッシの商品仕様と品種を選択します（step2でドアを選択した場合はこの画面はスキップされます）

①商品仕様を選択

②品種を選択

品種名についての補足
複数の品種が含まれる場合、品種名には代表
品種名を表示しています。「詳細」をクリッ
クすると、以下のようなポップアップで全て
の品種名を表示することができます。

③次へをクリック

Step1 Step2 Step3 参照画面
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性能値参照画面全体の説明

③総合判定

①各仕様画面

②仕様追加

Step3までの入力が完了すると性能値参照画面が表示されます。
本画面は以下の内容で構成されます。

①各仕様画面
Step3までに選択したシリーズ・商品仕様・品種が表示されます。
さらに詳細な仕様を選択することで、選択内容に応じた性能値の参照
および省エネ基準・誘導基準に対する適否を確認できます。

②仕様追加
このボタンで別の仕様の性能値を追加していくことができます。

③総合判定
仕様基準では複数の開口部仕様がある場合、熱貫流率および日射熱取得率
が最も大きい仕様で基準適否を確認する必要があります。
ここでは選択した仕様の中で、自動的に最も大きい数値での適否結果を
確認することができます。

Step1 Step2 Step3 参照画面
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性能値参照画面① 各仕様画面（仕様の選択）

Step3までに選択した仕様の性能値と各基準に対する適否が表示されます。
さらに詳細に仕様を選択することで、選択内容に応じた性能値と基準適否を確認することができます。

②選択内容に応じて
性能値が表示される

すべての項目を選択していない場合は、
選択可能な仕様の中で最も大きい数値（＝最も不利な条件）が表示される

Step1 Step2 Step3 参照画面

①各項目の仕様を選択
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性能値参照画面① 各仕様画面（結果の見方）

Step3までに選択した仕様の性能値と各基準に対する適否が表示されます。
さらに詳細な仕様を選択することで、選択内容に応じた性能値と基準適否を確認することができます。

適合の場合は緑色

各基準値（地域区分によって変わる）
この例だと熱貫流率3.06W/(㎡・K)が基準値
4.7W/(㎡・K)以下なので省エネ基準に適合となる

各項目において「建具とガラスの組み合わせ」と
「試験値・計算値」の性能値をそれぞれ確認できる

未適合の場合はグレー
かつ基準値がオレンジ色

Step1 Step2 Step3 参照画面
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性能値参照画面② 別の仕様を追加

別の仕様を追加する場合は「ほかの商品・品種を追加」ボタンをクリックします。
Step2以降と同じ流れで商品シリーズと仕様を選択します。
例えば複数の仕様を並べて表示することで、性能値の比較を行うことができます。
また住宅1棟分の製品の仕様を追加すれば、次ページの手順で総合判定を行うことができます。

シリーズ選択画面が表示されるので、
Step2以降と同じ手順で仕様を追加する

Step1 Step2 Step3 参照画面
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性能値参照画面③ 総合判定（結果の確認）

複数の開口部仕様がある場合、熱貫流率および日射熱取得率が最も大きい仕様で基準適否を確認する必要
があります。総合判定では選択した仕様の中から最も大きい数値での適否を自動的に判定します。

Step1 Step2 Step3 参照画面

①総合判定の対象
とする仕様を選択

②選択した仕様のうち最も数値
が大きい性能値および各基準へ
の適否が表示される

シリーズ名 品種 Low-E 日射熱取得率
建具値 試験値

サーモスⅡ-H 引違い窓 クリア 0.51 0.44
サーモスⅡ-H 引違い窓 一般複層 0.63 0.58
サーモスⅡ-H 引違い窓 グリーン 0.32 0.35
サーモスⅡ-H 縦すべり出し窓 グリーン 0.32 0.35

総合判定 性能値

建具とガラス 0.32

試験値・計算値 0.58

総合判定についての補足
各仕様で「建具とガラスの組み合わせ」と「試験値・計算値」の性能値がある場合、
いずれか数値が小さい方をその仕様の性能値として、
総合判定ではそれぞれの性能値のうちで最も大きい数値を表示しています。

各仕様の小さい方の数値(黄色)
の最大値で総合判定を行う
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性能値参照画面③ 総合判定（結果のダウンロード）

各仕様の性能値および総合判定の結果をPDFでダウンロードすることができます。
必要な仕様を選択した状態で画面上部の「試算結果ダウンロード(PDF)」ボタンをクリックします。

Step1 Step2 Step3 参照画面

ポイント①
仕様と性能値が
一覧でわかる

ポイント②
対応する自己適合宣言書(附属書)
にもアクセスできる

ポイント③
木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック
チェックリストの書式に対応（次ページ参照）
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地域 開口部性能値カンタン参照システム
ダウンロード帳票 

木造戸建住宅の仕様基準ガイドブック
チェックリスト

1～3
地域

4～7
地域

性能値参照画面③ 総合判定（結果のダウンロード）

省エネ基準の場合

Step1 Step2 Step3 参照画面

各地域のチェックリストの書式に対応しているので、申請用にそのまま転記が可能です。

カンタン転記
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オプション機能「ガラス仕様の切り替え」

ガラス仕様はデフォルトではサッシの自己適合宣言書記載の代表ガラスのみ選択できますが、
オプション機能としてガラスの自己適合宣言書 LXEC-1309 附属書に記載のガラスの選択も可能です。
下図のようにガラス仕様の切り替えボタンで「代表」から「詳細」に切り替えすることで、
ガラスの種類、中空層の厚さ、ガスの種類から、より細かく選択することが可能になります。

Step1 Step2 Step3 参照画面

例えばサーモスL 引違い窓の場合
「代表」ガラス：145通りの仕様から選択可
「詳細」ガラス：538通りの仕様から選択可①詳細に切替

②ガラスの種類、中空層の
厚さ、ガスの種類を選択

文書はLIXILビジネス情報サイトよりダウンロード可能

ガラスの自己適合宣言書
LXEC-1309 附属書

https://www.biz-lixil.com/service/law/energy-saving/products/windows_doors-28.html#tub05
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オプション機能「ガラス仕様の切り替え」

参考）ガラスの自己適合宣言書 LXEC-1309 附属書に記載のガラスからサッシの性能値が決まる仕組み
例：サーモスL 単体引違い窓 透明5-A12-LowE5(クリア)アルゴンガス入りガラスの場合

Step1 Step2 Step3 参照画面

ガラスの自己適合宣言書LXEC-1309 附属書

①対象製品と品種を確認
今回はサーモスL 引違い窓
なのでパターンF

②ガラスの性能値確認
透明5-A12-LowE5(クリア)
アルゴンガス入りの場合
ガラス中央部の熱貫流率：1.3
日射熱取得率：0.57

サーモスL 単体引違い窓の自己適合宣言書(附属書)RWG155

③ガラス中央部の熱貫流率の条件から
開口部の熱貫流率を調べる
ガラス中央部の熱貫流率が1.3の場合は
1.4以下になるため2.05 W/(㎡・K)

④ガラス日射熱取得率に以下の係数をかけて
開口部の日射熱取得率を計算する
樹脂サッシ：0.72 / それ以外のサッシ：0.8
今回の場合は0.57×0.8 = 0.46
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お問い合わせについて（LIXILシミュレーションヘルプデスク）

お電話でのお問合せ ナビダイヤル　0570-007-477

メールでのお問い合わせ lixil-passive@epco.jp

対応曜日 月曜日〜金曜日　※夏季・GW・年末年始についてはお休みとさせていただきます。

対応時間 9:00-17:30

対応範囲 各画面基本操作、性能値参照画面、帳票ダウンロード等

リモートサポート接続 窓口による遠隔操作による対応の場合は下記URLより、リモートサポート開始ボタンをクリックし
て接続してください。  https://77707c.rohd.jp/

以下のご確認をされた後、お問い合わせください。
①入力ミス（数値がありえないような過大に大きい値や未入力・未設定）の確認
②通信環境の確認（無線LANの通信断線）
③パソコンの再立ち上げやしばらくたってから再操作など
④本マニュアルの該当箇所のご確認

お問い合わせ頂く際は、以下の①〜③についてご準備いただくとスムーズにご案内できます。
①疑問点・不具合などご質問内容についてできるだけ具体的にお聞かせください。
②現象が出ている画面のキャプチャー画像（プリントスクリーンなど）
③ご利用のパソコンご利用環境
　　例）OS名とバージョン、ご利用のブラウザ、ネットワーク環境、ウイルスソフト名など

https://77707c.rohd.jp/





